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別表

を‐

昭和19年突如として大爆発を起して熔岩を噴き上

げ、 ついに 450 m の噴火山を形成して今尚盛んに

白煙を噴いている。 世界中でも珍しい現象である

と言われている。
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(第粥号)

会

務
報

告

行
政
書
士
法
改
正

特
別
委
員
会
報
告

行
政
書
士
法
改
正
特
別
委
員
は
五
名
の
構
成
を
も
っ
て
本
年

二
月
二
十
よ
り
二
十
二
日
の
三
日
間
千
葉
県
下
に
お
い
て
改
正

原
案
を
作
成
し
｢行
政
書
士
法
第
一
次
改
正
案
｣
と
し
て
連
合

会
へ
報
告
ず
み
の
と
こ
ろ
連
合
会
は
自
治
省
へ
、
り
ん
議
の
結

果
臨
時
行
政
調
査
会
の
示
す
趣
旨
と
は
逆
行
の
傾
向
に
あ
り
、

報

更
に
高
度
化
し
た
抜
本
的
改
正
の
必
要
な
る
こ
と
の
指
示
を
ぅ

会

け
た
の
で
、
こ
の
た
び
別
紙
抜
本
改
正
要
綱
に
基
づ
き
全
文
に

士
珍も故鶇錺訛励磁親淹狄跛饗
ら撒縣徹嗽藤
鰍榴減

書

大
久
保
行
政
係
長
に
面
接
逐
条
ご
と
に
改
正
の
趣
旨
を
説
明
し

政

て
原
則
と
し
て
政
府
提
案
と
し
、
次
期
通
常
国
会
に
は
可
決
公

行

布
と
な
る
ょ
う
協
力
方
を
要
請
し
た
o

道

な
お
法
改
正
特
別
委
員
は
、
そ
の
重
要
さ
か
ら
範
囲
を
拡
げ

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　]『

成
さ
れ
て
い
る
。

0
行
政
書
士
法
の
改
正
要
点

昭和44年12月修日

ー
、
名
称
を
行
政
士
と
す
る
。

2
、
社
会
的
公
益
性
を
有
す
る
者
と
し
て
使
命
、
職
責
、
職

務
を
明
確
に
す
る
。

3
、
行
政
士
と
な
る
資
格
の
引
上
げ
。

4
、
受
験
資
格
の
引
上
げ
。

5
、
欠
格
事
由
、
行
政
書
士
法
の
罰
則
を
う
け
た
者
も
2
年

以
上
を
経
過
し
た
者
。

6
、
登
録
事
務
は
行
政
士
会
で
行
な
う
。

7
、
登
録
炙
り
“欄
事
務
も
‘会
が
行
な
い
、
2
年
以
上
の
も
の

　　
　
　
　
　日

本
行
政
書
士
会
連
合
会

常
任
理
会
報
告

昭和44年12月15日

一
、
日

時

昭
和
44
年
10
月
4
日
午
後
ー
時

一、
と
こ
ろ

東
京
都
文
京
区
本
郷
5
丁
目

鳳
明
館
本
館

一
、
出
席
者

橋
本
連
合
会
長
、
種
本
、
渡
辺
、
佐
野
;
:
;
以

上
副
会
長

大
倉
、
藤
山
、
青
木
、
三
原
、
伊
藤
、
土
屋
、

植
村
、
原
、
鈴
木
:
･ー
･以
上
法
改
正
委
員

報

告
ー
、
大
分
特
別
決
算
委
員
会
の
申
送
事
項
解
決
外

ー
件

2
、
浅
井
前
会
長
に
事
情
説
明
報
告
の
件

議

事
職
業
別
専
門
部
強
化
に
つ
い
て
自
倍
費
関
係
指
導

者
説
明
会
に
つ
い
て
。

イ
、
日
時
は
昭
和
44
年
10
月
四
日
午
後
2
時

ロ
、
同
日
午
後
ー
時
よ
り
会
長
会
を
招
集
し
、
法

一
部
改
正
中
間
報
告
を
行
う
。
特
に
品
田
政
務

次
官
及
び
石
川
課
長
補
佐
並
び
に
大
久
保
係
長

の
臨
席
を
求
め
て
法
一
部
改
正
に
つ
い
て
説
明

を
お
願
い
す
る
。

ハ、
場
所
は
衆
議
院
議
員
第
二
会
館
第
二
会
議
室

と
す
る
。

二
、
前
日
の
20
日
は
準
備
の
た
め
常
任
理
事
会
を

開
催
す
る
。

ホ
、
表
彰
規
定
案
に
つ
い
て

案
に
よ
り
審
議
の
上
次
の
理
事
会
に
て
採
決

と
す
る
。

へ
、
法
制
定
卸
間
年
、
強
制
会
亀
周
年
を
記
念
す

る
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
政
書
士
会
の
沿
革
誌

は
ま
っ
消
す
る
。

8
、
事
務
所
は
一
ヵ
所
を
原
則
と
し
、
出
張
所
は
許
可
し
な

い
も
の
と
す
る
。

(現
在
行
な
っ
て
い
る
者
は
三
ヵ
年
存
続
)

9
、
報
酬
は
連
合
会
が
定
め
て
自
治
大
臣
の
承
認
と
す
る
。

隨
、
行
政
士
会
は
法
人
と
す
る
。

○
会
則
の
記
載
項
を
明
確
し
た
。

○
会
則
の
認
可
は
知
事
、
連
合
会
会
則
は
自
治
大
臣
の
認

可
。

○
会
長
、
副
会
長
は
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
す
る
。

=
、
罰
則
も
強
化
引
上
げ
を
し
た
D

O
法
改
正
案
作
成
ま
で
の
経
過

9
月
7
日

(日
)
於
鳳
明
館
台
町
別
館

第
ー
部
会

(青
木
委
員
長
、
藤
山
副
委
員
長
、
種
本
、
植

村
委
員
)

審
査
事
項

ー
、
法
改
正
に
伴
い
必
要
を
生
ず
る
各
種
委
員
会
、
関

係
機
関
に
対
す
る
対
策
と
方
法

2
、
法
改
政
の
重
点
事
項
の
研
究

9
月
8
日
(月
)
於
鳳
明
館
台
町
別
館

第
1
部
会

(以
上
4
名
)

審
議
事
項

･

基
本
案
の
作
成
、
逐
条
ご
と
に
検
討
を
加
え
、
関
連

条
文
と
比
較
し
つ
つ
全
文
を
作
成
し
た
。
午
後
9
時
30

分
打
切
る
。

9
月
9
日
(火
)
樅
風
明
舘
合
町
別
館

第
1
部
会
(上
記
4
名
)

審
議
事
項

昨
日
の
基
本
案
に
再
検
討
を
加
え
、
会
則
等
に
つ
い

て
条
文
を
整
理
し
て
浄
書
に
入
る
。

第
2
声
欧

伊̂
藤
を
東
北
、
鈴
木
を
関
東
･
佐
野
;
中

部
、
原
!
中
国
、
土
屋
･!
九
州
、
既
磐
!
‐

を
作
成
す
る
担
当
は
企
画
部
と
す
る
。
‐酷
▼

儀
ぜ
老
令
年
金
制
度
に
つ
い
て

兵
庫
種
本
、
北
海
道
渡
辺
、
愛
知
佐
野
よ
り

集
金
に
つ
い
て
困
難
で
あ
る
旨
の
説
明
あ
り
縦

続
審
議
と
す
る
に
決
定
。

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

常
任
理
事
会

一
、
日

時

昭
和
44
年
中
月
20
日
午
後
2
時

一
、
と
こ
ろ

衆
議
院
議
院
員
第
二
会
館
待
合
室
及
び
文
京
区

本
郷
5
丁
目
正
門
館

一
、
出
席
者

橋
本
会
長
、
種
本
、
渡
辺
、
佐
野
!
:
副
会
長

藤
山
、
大
倉
、
三
原
、
青
木
の
4
名
ゲ
ス
ト
と

し
て
植
村
氏
出
席

一、
審
議
事
項
21
日
開
催
の
会
長
会
準
備
の
た
め
正
門
館
に
行
き
、

会
場
準
備
再
確
認
の
打
合
せ
の
上
左
の
準
備
を
し
た
。

ー
、
会
次
第
の
作
成

2
、
必
要
プ
リ
ト
の
作
成

3
、
各
部
署
担
当
の
割
当

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

会
長
会
報
告

一
、
日

時

昭
和
44
年
中
月
21
日
午
後
ー
時

一
、
と
こ
ろ

衆
議
院
議
員
第
二
会
館
第
二
会
議
室

一
、
状

況常
任
理
事
会

三
原
常
任
理
事

司
会

ー
、
種
本
副
会
長
ー
･開
会
の
こ
と
ば

2
、
橘
本
会
長
"
･挨
拶

近
畿
(欠
))

於
鳳
明
解
本
館

全
員
の
審
議
を
行
な
う
。
午
後
2

時
よ
り
第
2
部
5
名
と
橋
本
会
長
、
大
倉
常
任
理
車

を
加
え
川
名
に
お
い
て
基
本
改
正
案
を
逐
条
審
議
に

入
り
、
改
正
第
ー
条
z
第
3
条
を
明
朝
ま
で
に
各
自

研
究
と
し
て
他
を
決
定
し
た
。
時
に
午
後
7
時
。

9
月
中
日
(水
)
於
鳳
明
館
本
館

全
部
委
員
会

昨
日
各
自
研
究
と
し
て
保
留
し
た
第
ー
条
ご
第
3
条

に
つ
い
て
提
示
資
料
に
基
づ
き
審
議
を
進
め
、
正
午

に
到
り
結
論
を
得
た
。
更
に
浄
書
、
整
備
を
し
て
改

正
す
る
法
律
案
は
午
後
2
時
終
る
。

0
要
請
訪
問
の
経
過
に
つ
い
て

9
月
中
日

(午
後
2
時
30
分
2
お
時
ゆ
分
)

自
治
省
行
政
課

ー
、
改
正
す
る
法
律
案
2
部
を
も
っ
て
全
委
員
な
ら
び

に
橋
本
連
合
会
長
、
ゆ
名
が
石
川
課
長
補
佐
、
大
久

保
係
長
を
訪
問
、
青
木
委
員
長
か
ら
改
正
の
重
点
事

項
を
説
明
の
上
、
逐
条
説
明
に
入
る
。

(青
木
、
藤

山
、
植
村
)

2
、
原
則
と
し
て
政
府
提
案
の
法
律
改
正
と
し
た
い
。

3
、
行
政
書
士
ー
万
3
千
の
生
活
と
百
年
の
大
計
の
た

め
特
段
の
御
協
力
を
願
い
た
い
。

其

の

他
･

ー
、
関
係
各
議
員
の
訪
問
。

2
、
社
労
士
対
策
の
た
め
関
係
機
関
の
訪
問
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3
、
品
田
政
務
次
官
代
理
秘
書
の
挨
拶

4
、
自
治
省
行
政
課
石
川
課
長
補
佐
、
行
政
書
士
法
一
部
改

正
に
つ
い
て
自
治
省
の
立
場
を
説
明

5
、
青
木
法
改
正
特
別
委
員
長
、
法
改
正
の
要
点
を
説
明

6
、
小
松
講
師
よ
り
自
賠
責
業
務
に
つ
い
て
講
義
あ
り
、
今

後
業
務
拡
張
の
た
め
大
い
に
自
賠
責
を
取
り
上
げ
る
べ
き

で
あ
る
と
結
論

7
、
田
中
講
師
よ
り
陸
運
業
務
に
就
い
て
講
義
あ
り
、
自
賠

責
と
共
に
行
政
書
士
の
取
り
上
げ
る
べ
き
業
務
で
あ
る
と

力
説
さ
れ
た
。

(以
上
、
会
長
渡
辺
慶
吉
先
生
報
告
)

第
三
回
常
任
理
事
会

一
、
日

時

昭
和
44
年
8
月
=
日
午
後
ー
時

一
、
と
こ
ろ

札
幌
南
ー
条
西
5
丁
目

髪
生
館
ピ
ル
4
F

一
、
出
席
者

渡
辺
会
長
、
藤
山
、
佐
藤
!
!
副
会
長

鈴
木
、
犬
飼
、
荒
、
黒
島
、
岡
野
、
成
田
、
真

貝
、
伏
見
(代
大
沢
)、
森
口
、
灰
原
、
石
本
、

成
沢
、
梶
井

小
城
綱
紀
委
員
長
:
:
:
オ
ブ
ザ
ー
バ
i
と
し
て

事
務
局
2
人

一
、
議

事
開
会
!
犬
飼
総
務
部
長

開
会
挨
拶

渡
辺
会
長

○
報
告
事
項

ー
、
日
行
連
総
会
出
席
の
件

2
、
労
務
部
会
の
発
展
的
解
散
の
件

3
、
北
海
道
社
会
保
険
労
務
士
会
創
立
の
件

○
審
議
事
項

ー
、
本
会
事
務
局
移
転
の
件

2
、
電
話
単
独
加
入
申
込
の
件

3
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
件

北 海 道 行 政 書 士 会 報(第得号)
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日
〔
　　　　籍　 日

[別

て

日

時

陵

一
、
と
こ
ろ

一
、
科

目

一
、
講

師

た
め
辞
任
す
る
の
で
今
日
後
任
を
選
出
し
た
い
。

藤
沢
武
雄
氏
よ
り
辞
任
の
挨
拶
あ
り
て
議
事
を
進

め
、
記
録
員
に
今
野
氏
を
選
ぶ
。

支
部
長
選
任
に
つ
い
て

ー
、
支
部
名
は
網
走
支
部
で
あ
り
、
行
政
庁
が
網
走

に
あ
る
の
で
網
走
か
ら
選
出
し
た
ら
ど
う
か
。

2
、
事
務
局
の
腹
案
は
ど
う
か
。

3
、
委
員
を
あ
げ
選
考
し
た
ら
ど
う
か
。

以
上
の
意
見
に
よ
り
執
行
部
で
は
役
員
会
で
網
走

の
佐
藤
三
千
三
氏
に
し
た
い
と
の
説
明
あ
り
:
:
:

全
員
異
議
な
く
決
定
。

佐
藤
三
千
三
氏
就
任
の
挨
拶
あ
り
。

そ
の
後
、
北
見
市
建
築
課
長
よ
り
都
市
再
開
発
法

3
法
、
都
市
計
画
法
一
部
改
正
と
関
連
す
る
に
つ
い

て
説
明
あ
っ
て
閉
会
。

十
勝
支
部
研
修
会

一
、
日

時

昭
和
44
年
9
月
27
日
午
前
10
時

一
、
と
こ
ろ

帯
広
大
通
南
ゆ
丁
目

富
国
生
命
ビ
ル
3
F

一、
講

師

帯
広
税
務
署
関
係
担
当
官

十
勝
支
庁
関
係
担
当
官

各
市
町
村
農
地
係
官

こ
の
研
修
会
は
行
政
書
士
と
て
所
得
に
係
る
申
告
に
関
す

る
所
得
税
法
上
の
基
本
並
び
に
農
地
法
の
申
請
に
つ
い
て
各

市
町
村
に
お
い
て
取
扱
方
法
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
統
一
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
研
修
会
を
開
催
し
た
。

｣
、
日

釧
路
支
部
9
月

定
例
役
員
会

　
　
　

時

昭
和
44
年
9
月
第
日

昭
和
猯
年
3
月
6
日

殉

袋
奴

自
治
省
行
政
局

-

行
政
課
長

林

忠
雄

行
政
書
士

黒
島
宇
吉
郎
酸

昭
和
43
年
2
月
5
日
付
に
て
ご
照
介
の
あ
り
ま
し
た
件

会

員
移

動

◇

入

会

◇

会
員
番
号
九
-
-

九
四

退

会

一
･
一
七
二

一
･
一
七
一

一
･
一
七
O

て

一
六
九

一
･
一
六
八

一
･
一
六
七

ベ

ニ
ハムハ

会
員
番
号

小

杉

晃

元

茂

重

忠

柳

川

巌

細

貝

政

道

渡

辺

敬

愛

関

本

孝

雄

島

田

章

氏

名

小

樽

室

蘭

札

幌

札

幌

旭

川

室

蘭

十

勝

支

部

44
･目
･第

44
,n
,雄

44
･=
･21

44
･=
･18

名
･=
･18

44
,拝
.お

得
1=
･13

年
月
日

一
･
一
七
九

-
･
一
七
八

一
･
一
七
七

一
･
一
七
六

一
･
一
七
五

一
･
一
七
四

会
員
番
号

宍

戸

明

雄

田

中

福

司

河

合

健

一

大

橋

竹

士

尾

崎

博

小

林

節

臣

氏

名

札

幌

室

蘭

十

勝

札

幌

札

幌

札

幌

支

部

舛
･12
･5

44
･物
14

44
･12
･4

44
･12
･3

44
･12
･2

44
･12
･ー

年
月
日

ー う -

氏

名

支
部

貝

田

信

二

札
幌

年
月
日

一
、
と
こ
ろ

釧
越
市
浦
見
町
2
丁
目

伏
見
支
部
長
宅

一、
協
議
事
項

ー
、
未
入
会
者
に
対
す
る
入
会
勧
告

2
、
事
故
証
明
申
請
事
務
の
取
扱
に
つ
い
て

3
、
自
動
車
損
害
脂
陣
法
研
究
会
開
催
に
つ
い
て

釧
路
支
部
研
修
会

一
、
日

時

一
、
と
こ
ろ

一
、
科

目

一
、
講

師

昭
和
44
年
中
月
28
日
午
後
2
時
之
8
時

釧
路
市
浦
見
町
2
丁
目

三
吉
会
館

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
関
係
業
務

自
動
車
保
険
料
率
算
定
会

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

釧
路
査
定
事
務
所
長

茂
木

重
男

同

佐
久
間
令
次

釧
路
支
部
10
月

定
例
役
員
会

日

時

昭
和
44
年
約
月
16
日

午
後
6
時
z
8
時

と
こ
ろ

釧
路
市
浦
見
町
2
丁
目

三
吉
会
館

協
議
事
項

ー
、
登
録
者
の
入
会
勧
告
に
つ
い
て

2
、
本
会
会
費
滞
納
者
の
処
置
に
つ
い
て

3
、
支
部
長
代
行
選
任
に
つ
い
て

釧
路
支
部
u

定
例
役
員
会 11
月

M"会
報
綴
込
作
成
の
件

非
行
政
書
士
対
策
の
件

第
四
回
常
任
理
事
会

北 海 道 行 政 書 士 会 報

一
、
日

時

昭
和
44
年
=
月
17
日
午
後
ー
時

一
、
と
こ
ろ

札
幌
市
大
通
西
的
丁
目

一
、
出
席
者

渡
辺
会
長

藤
山
、
佐
藤
、
竹
原
:
:
:
副
会
長

鈴
木
、
成
沢
、
成
田
、
犬
飼
、
梶
井
、
後
藤
:
!

･!
常
任
理
事

事
務
局
2
人

｢

議

事
ー
、
法
施
行
勾
周
年
、
強
制
会
館
周
年
記
念
行
事
に
つ

い
て
:
:
:
実
施
す
る
こ
と
に
決
定

2
、
行
政
書
士
改
正
案
の
現
状
に
つ
い
て

藤
山
副
会
長
よ
り
報
告

3
、
ポ
ス
タ
ー
、
会
報
紙
、
作
成
し
た
も
の
を
会
員
に

′

配
布
す
る
こ
と
o

ノ
4
、
報
酬
額
運
用
表
作
成
に
つ
い
て
は
現
在
の
報
酬
額

/
【

は
改
訂
時
点
に
あ
る
の
で
、
後
作
成
す
る
こ
と
に
決

定支
部
だ
よ
り

網
走
支
部
臨
時
総
会

一
、
日

時

一
、
と
こ
ろ

一
、
出
席
者

て
議

事

昭
和
44
年
9
月
20
日
午
後
1
時
30
分

北
見
市
労
働
会
館

会
員
御
名

委
任
状
を
含
め
て

北
海
道
行
政
書
士
会
藤
山
副
会
長

北
見
市
建
築
課
長
公
島
課
長

進
行

村
井

エ

ハ会
議
に
先
立
ち
、

札
幌
支
部
研
修
会

支
部
長
藤
沢
武
雄
氏
が
転
出
の

昭
和
44
年
中
月
18
日

午
後
ー
時

札
幌
市
南
3
条
西
5
丁
目

三
川
屋
会
館

農
地
法
関
係
手
続
に
つ
い
て

札
幌
市
農
業
委
員
会

第
一
課
主
事

越
中

光
雄

"

有
原
招
太
郎

"

転
用
係
長

一
ノ
宮
重
雄

“

証
明
係
長

三
沢

四
郎

"

佐
々
木
和
雄

北 海 道 行 政 書 士 会 報

農
地
法
の
実
務
に
即
応
す
る
様
式
用
紙
を
会
員
に
配
布
し

講
師
の
逐
条
説
明
に
従
っ
て
記
載
す
る
方
法
で
行
い
、
疑
問

点
な
ど
活
発
な
る
質
疑
応
答
な
ど
あ
っ
て
終
了
し
た
。

◎
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基

づ
く
手
続
に
関
す
る
書
類
作
成

業
務
に
つ
い
て

行
政
書
士
の
業
務
取
扱
の
範
囲
に
つ
い
て
自
治
省
か
ら
会

員
黒
島
宇
吉
郎
氏
宛
に
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
そ
の
写
を

掲
載
し
臺
ず
。

へ照
会
文
〉

昭
和
43
年
2
月
5
日

日

時

昭
和
44
年
=
月
20
日

午
後
7
時
2
9
時

と
こ
ろ

釧
路
市
滝
見
町
2
丁
目

三
吉
会
館

協
議
事
項

ー
、
未
入
会
者
に
対
す
る
入
会
勧
告
に
つ
い
て

2
、
12
月
定
例
役
員
会
日
程
に
つ
い
て

に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
動
車
損
害
賭
保
障
法
の
規
定
に

よ
り
被
保
険
者
若
し
く
は
被
害
者
が
保
険
会
社
の
支
払

を
請
求
す
る
書
類
を
行
政
書
士
が
依
頸
を
受
け
て
作
成

す
る
こ
と
は
さ
じ
つ
か
え
な
い
。

理
由

会
員
番
号

氏

名

支
部

年
月
日

理
由

会
員
番
号

一
･
0
五

-
･
一
五

て

廃
業

一
、
0
五
九
秋

山

虎

男

網
走
象
･=
･ー

処
分



全
国
研
修
会
に
参
加
し
て

総
務
部
長

犬

飼

竹

治

北 海 道 行 政 書 士

去
る
=
月
21
日
、
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
主
催
で
自
賠
責

業
務
並
び
に
陸
運
業
務
に
つ
い
て
の
研
修
会
が
、
東
京
衆
議
院

第
二
議
員
会
館
で
行
な
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
渡
辺
会
長
、
藤
山

副
会
長
、
犬
飼
総
務
、
黒
畠
理
事
等
が
出
席
し
、
全
国
単
位
会

か
ら
は
七
〇
余
名
の
参
加
が
あ
り
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

橋
本
連
合
会
長
の
挨
拶
、
砂
田
自
治
省
政
務
次
官
、
自
治
省

行
政
課
長
補
佐
等
の
来
賓
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
て
、
行
政
書
士
法

報

改
正
案
経
過
報
告
の
後
研
修
会
に
入
っ
た
o

会

こ
の
研
修
会
の
考
ぇ
方
と
し
て
は
、
第
-
に
自
費

義

に

(第得号)

{

曲}
＼/

　　
　
　　

　
　　　
　

なれ
　
　

　

益
々
修

◆は
宗
を

研

一轟
き
べ
く

業
務
資
料

昭和44年12月15日北 海 道 行 政 書 士 会 報

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
設
立

許
可
申
請
書

へ社
団
法
人
又
は
財
団
法
人
設
立
の
認
可
を
主
務

官
庁
に
申
請
す
る
場
合
〉

社
団

(財
団
)
法
人
設
立
認
可
申
請
書

今
般

(社
団
)
財
団
法
人
何
々
研
究
会
と
設
立
し
よ
う
と
思

い
ま
す
か
ら
御
許
可
下
さ
れ
た
く
別
冊
定
款
事
業
計
画
書
、

寄
附
行
為
の
書
面
及
び
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
す
る

年

月

日何
部
市
区
町
村
大
字
番
地

鬮

法
人

何
々
研
究
会
設
立
者

申
請
人

何

某
◎

申
請
人

同

何
郡
市
区
町
村
大
字
番
地

鬮

法
人

何
々
研
究
会
設
立
者

申
請
人

何

某
◎

申
請
人

同

某
毀

同
大
臣

何

某
毀

〔参
照
条
文
〕
民
法
第
三
四
条

〔注

解
〕
ー
、
添
附
書
類
･
定
款
･
事
業
計
画
書
･

寄
附
行
為
の
書
面

(第術号)

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
社
団
法
人
定
款

つ
い
て
は
、
衆
知
の
よ
う
に
自
動
車
の
数
は
急
激
な
増
加
を
示

し
て
お
り
、
従
っ
て
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
は
驚
く
べ
き
件

数
に
上
り
、
今
や
世
界
第
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
に
至
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
そ
の
交
通
事
故
に
よ
る
人
身
、
物

損
等
の
被
害
が
多
く
、
こ
れ
に
関
連
し
て
自
動
車
損
害
賠
償
の

対
象
者
自
己
の
正
当
な
権
利
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
こ
れ
ら
の
相
談
機
関
と
し
て
、
各
市
町
村
の
交
通
事
故
相

談
所
、
そ
の
外
に
も
多
く
の
同
相
談
所
を
設
け
て
い
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
書
類
作
成
に
つ
い
て
は
行
政
書
士
の
分
野
で
あ

る
。
然
し
な
が
ら
こ
の
事
務
を
処
理
し
て
い
く
に
は
、
そ
れ
に

必
要
な
る
業
務
の
研
修
が
前
提
で
あ
り
、
そ
し
て
適
正
な
業
務

の
遂
行
の
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
業
務
の
開
拓
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
今
日
の
重
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に

陸
運
業
務
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
事
業
の
免
許
、
認
可
、
各
種

届
出
等
の
書
類
作
成
は
相
当
数
多
い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
、
も
と
も
と
行
政
書
士
の
業
務
は
極
め
て
広
範
囲
で
あ
る
と

同
時
に
、
あ
る
一
部
門
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
要
す
る
か

ら
、
そ
の
部
門
に
つ
い
て
の
研
修
が
必
要
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。今
回
の
研
修
は
時
間
の
都
合
で
十
分
な
講
義
は
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
一
つ
の
方
向
を
示
し
た
点
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ

た
と
思
う
の
で
あ
る
。
北
海
道
行
政
書
士
会
と
し
て
も
新
年
度

に
お
い
て
速
か
に
具
体
的
な
計
画
を
た
て
、
多
く
の
参
加
者
を

得
て
こ
れ
ら
の
研
修
会
を
行
う
こ
と
を
強
く
望
む
と
こ
ろ
で
あ

る
。

事
務
局
日
誌

m

月

2
日

藤
山
副
会
長
法
改
正
に
関
す
る
会
議

4日、一則純髓腐雛翹錦絵榊霧
批鯲輯録具き鯏澗劃

　　　
　
　
　　
　
　
　　
　　
　
　　　
　
　　
　
　　
　

第
三
章
‐
目

的
-

、

、

諦
視

第
二
条

本
鍋
ば
何
々
の
普
及
、
改
良
及
び
発
達
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

(注
･
目
的
は
最
も
重
要
な
事
項
で
あ
る
か
ら
明
確
に

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
執
行
方
法
に
つ

い
て
も
次
条
以
下
に
規
定
す
る
が
よ
い
)

第
三
条

何
々
の
普
及
、
改
良
及
び
発
達
を
は
か
る
た
め
、
そ
I

の
事
項
を
取
扱
う
何
々
を
発
行
し
て
会
員
に
無
償
に
て

配
布
し
、
随
時
講
習
会
を
開
く
。

第
四
条

本
会
は
何
々
研
究
会
と
称
す
る
。

第
五
条

本
会
の
事
務
所
を
何
部
市
区
町
村
大
字
番
地
に
お

′イ.、
o

第
五
章

資
金
及
び
出
資
の
方
法

第
六
条

本
会
の
資
金
総
額
を
金
何
拾
萬
円
と
し
一
口
の
金
額

を
金
何
千
円
と
す
る
。

第
七
条

一
口
の
金
額
は
こ
れ
を
分
割
し
又
は
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

第
八
条

会
員
と
し
て
申
込
と
し
た
も
の
は
第
二
十
六
条
に
定

め
た
期
間
内
に
そ
の
申
込
ん
だ
口
数
に
応
ず
る
金
額
を

出
費
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(又
は
会
員
は
毎
年
一
口
に
つ
き
金
何
千
円
を
出
費
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)

第
六
章

会
の
機
関

第
一
節

理
事
及
び
監
事

第
九
条

本
会
に
理
事
三
名
監
事
一
名
を
お
き
、
総
会
に
お
い

て
会
員
中
よ
り
選
任
す
る
。

第
十
条

理
事
の
任
期
は
三
年
と
し
、
監
事
の
任
期
は
一
年
と

ず
る
。
但
し
任
期
満
了
後
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
十
一
条

理
事
及
び
監
事
は
全
員
の
四
分
の
三
以
上
の
同
意

を
も
っ
て
何
時
で
も
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条

理
事
及
び
監
事
は
名
誉
職
員
と
す
る
。
但
し
そ
の

職
務
の
た
め
要
し
た
実
費
は
こ
れ
を
支
給
す
る
。

第
二
節

総

会

会
長
上
京

晦
日

会
費
滞
納
者
に
督
促
状
旧
道
発
送

16
日

"

総
通
発
送

20
日

日
行
達
常
任
理
事
会
出
席
の
た
め
渡
辺
会
長
、
藤
山

副
会
長
上
京

21
日

目
行
蓮
幹
部
講
習
会

悔
日

会
費
滞
納
者
に
督
促
状
夏
通
発
送

17
日

第
4
回
常
任
理
事
会
開
催

20
日

内
容
証
明
8
通

会
費
督
促
状
得
通
発
送

21
日

会
費
督
促
状
弘
通
発
送

22
日

"

鍵
通
発
送

24
日

〃

複
通
発
送

25
日

“

川
通
発
送

27
日

"

盤
通
発
送

12

月

2
日

、
、5

◇

会
費
督
促
状
邸
通
発
送

4
日

"

鱒
通
発
送

6
日

日
行
達
常
任
理
事
会
に
出
席
の
た
め
渡
辺
会
長
、
藤

山
副
会
長
上
京

◎
事
務
局
よ
り
お
願
い

年
計
報
告
書
二
通
同
封
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
昭
和

45
年
1
月
末
日
ま
で
に
所
轄
支
庁
へ
t
通
提
出
、
ー
通
は
各

自
の
控
で
す
。

本
会
へ
は
提
出
の
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
本
会
宛
に
提

出
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
の
で
、
報
告
書
の
末
尾
の
注
意
を

よ
く
お
読
み
に
な
っ
て
下
さ
い
。

･きこ

ぎ
〆者
ご
縦
縞
なれ…鰐超
き
こ勃ぬ謝
辞

第
十
三
条

通
常
総
会
は
毎
年
三
月
及
び
九
月
理
事
が
招
集
す

る
。
臨
時
総
会
は
理
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き

こ
れ
を
招
集
す
る
。
監
事
も
必
要
と
認
め
た
と
き
は
臨

時
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
さ
る
。

第
十
四
条

総
会
員
の
四
分
の
一
以
上
よ
り
会
議
の
目
的
た
る

事
項
を
示
し
て
請
求
し
た
と
き
は
、
理
事
は
そ
の
請
求

を
受
け
た
日
よ
り
同
日
の
期
間
に
臨
時
総
会
を
招
集
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条

総
会
の
招
集
す
べ
き
も
の
が
十
日
前
に
そ
の
会
議

の
目
的
た
る
事
項
を
示
し
て
会
員
に
書
面
を
も
っ
て
通

知
を
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条

総
会
に
お
い
て
前
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
掲
げ

た
事
項
に
つ
い
て
の
み
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条

総
会
に
お
い
て
は
理
事
の
互
選
に
よ
り
そ
の
一
名

が
議
長
と
な
る
。

第
十
八
条

各
会
員
の
議
決
権
は
一
人
に
き
一
個
と
す
る
。

第
十
九
条

総
会
の
決
議
は
特
に
定
め
た
場
合
の
ほ
か
出
席
会

員
の
議
決
権
の
過
半
数
に
よ
り
こ
れ
を
決
す
る
。
可
否

同
数
の
と
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
十
条

理
事
は
総
会
の
決
議
録
を
作
り
こ
れ
に
署
名
し
て

印
を
お
し
、事
務
所
に
備
え
て
お
か
な
け
ば
な
ら
な
い
。

会
員
の
執
務
時
間
内
は
何
時
で
も
総
会
の
決
議
縁
の
閲

覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
草

計

算

第
二
十
一条

理
事
は
通
常
総
会
の
会
日
か
ら
一
週
間
前
に
左

の
書
類
を
監
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
財
産
目
録

二
、
貸
借
対
照
表

三
、
事
務
報
告

書

四
、
収
支
予
算
及
び
決
算
表

第
二
十
二
条

監
事
は
前
条
に
掲
げ
る
書
類
を
調
査
し
て
理
事

に
還
付
し
、
通
常
総
会
に
お
い
て
そ
の
意
見
を
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条

理
事
は
第
二
十
一
条
に
掲
げ
る
書
類
を
通
常
総

会
会
日
前
に
事
務
所
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

- 7 - ノ○
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第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
に
掲
げ
る
書
類
の
閲

覧
に
つ
き
こ
れ
を
準
用
す
る
。

第
二
十
四
条

理
事
は
第
二
十
一
条
に
掲
げ
る
書
類
を
通
常
総

会
に
提
出
し
て
そ
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
十
五
条

理
事
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
総
会
の
承
認
を
得

た
書
類
を
事
務
所
に
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
に
掲
げ
る
書
類
の

閲
覧
に
つ
き
こ
れ
を
準
用
す
る
。

第
八
章

会
員
の
資
格
の
得
裏

第
二
十
六
条

会
員
に
な
り
た
い
も
の
は
、
出
資
の
口
数
を
示

し
て
理
事
に
申
込
ま
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
事
は
前
項

の
申
込
を
承
諾
す
べ
き
か
ど
う
か
を
決
し
、
承
諾
し
た

と
き
は
そ
の
旨
及
び
二
週
間
内
に
出
資
を
す
べ
き
こ
と

を
通
知
し
な
け
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
期
間
に
出
費
を
し
な
い
と
き
は
、
会
員
た
る

の
申
込
及
び
承
諾
は
効
力
を
失
う
。

第
二
十
七
条

会
員
は
左
の
事
由
に
よ
り
そ
の
資
格
を
失
う
。

て

退
会
の
申
出

二
、
死
亡

三
、
破
産

一
、
退
会
の
申
出

二
、
死
亡

四
、
禁
治
産

五
、
除
名

昭和44年12月15日

第
二
十
八
条

除
名
は
左
の
場
合
に
限
り
他
の
会
員
の
四
分
の

三
以
上
の
同
意
を
も
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し

除
名
し
た
会
員
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ

を
も
っ
て
そ
の
会
員
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
、
本
会
に
対
し
て
不
正
の
行
為
を
し
た
と
き

二
、
会
員
の
資
格
を
利
用
し
て
不
正
の
行
為
を
し
た
と

き
三
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き

第
二
十
九
条

理
事
は
会
員
名
簿
を
事
務
所
に
備
え
会
員
変
更

あ
る
毎
に
こ
れ
を
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

“第
九
章

解

散

第
三
十
条

本
会
の
存
挽
期
間
は
設
立
許
可
の
日
か
ら
何
年
と

超
さ
ず
ご

こ

メ

ず
。

第
三
十
一
条

本
会
解
散
の
場
合
に
お
い
て
残
余
財
産
は
何
何

に
寄
附
す
る
。

何
々
が
寄
附
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

総
会
員
の
四
分
の
三
以
上
の
決
議
に
よ
り
更
に
帰
属
権

利
者
を
指
定
す
る
。

何
郡
市
区
町
村
大
字
番
地

設
立
者

何

何
郡
市
区
町
村
大
字
番
地

設
立
者

何

某
◎

某
◎

〔参
照
条
文
〕
印
紙
税
法
第
二
条

別
表

--
七

〔注

解
〕

ー
、
理
事
及
び
監
事
の
職
分
に
つ
き
特
別
定
め
を
し

な
い
と
き
は
当
然
民
法
の
規
定
に
従
う
。
若
し
特

別
の
規
定
を
設
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
十
二
条
以

下
に
規
定
す
る
が
よ
い
。
民
法
と
同
一
の
規
定
で

も
便
利
の
た
め
に
お
い
て
も
差
し
つ
か
え
な
い
。

会
費
納
入
に
つ
い
て
お
願
い

昭
和
四
十
四
年
度
も
愈
々
押
し
迫
ま
り
、
本

会
の
決
算
期
に
な
り
ま
し
た
。

就
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
の
会
費
未
納
の
方

に
は
各
人
に
書
面
で
納
入
方
を
お
願
い
し
て
あ

り
ま
す
が
多
忙
で
お
忘
れ
の
方
も
あ
り
ま
す
。

至
急
納
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

次
に
、
会
費
の
納
付
は
会
則
の
附
則
別
箋
第

一
号
に
よ
り
、
毎
月
末
日
ま
で
に
翌
月
分
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
あ
り

ま
す
の
で
、
四
十
五
年
度
分
よ
り
は
必
ず
実
行

し
て
下
さ
い
。

1
1
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